
 

ニューヨーク日本歴史評議会の設立 

２０２０年１２月１２日 

 

 本日、我々は、在ニューヨーク日本総領事館に集い、１９世紀以来のニューヨー

クにおける日本コミュニティの発展に思いを致し、歴史的価値のある資料を収集、

保存し、世界に向けて発信するとともに、将来の世代に語り継いでいくため、「ニ

ューヨーク日本歴史評議会」を設立することとした。 

 

１．２０２０年は、日本初の公式のアメリカ合衆国訪問団となった徳川幕府外国奉

行新見豊前守率いる万延元年遣米使節が１８６０年６月にニューヨークを訪問

してから１６０年の記念すべき年である。此処に、日本とニューヨークの豊穣なる

関係が始まった。 

 

２．１８７２年（明治５年）３月２日、日本政府は富田鉄之助を領事心得に任命し、ニ

ューヨークに日本領事館が設置された。以来、数多の日本人がニューヨークの

地を踏んだ。数えきれぬ個人が公務、ビジネス、文化等の多様な分野で活躍

した。アメリカ国籍を得て日系アメリカ人として、日米の架け橋となった多くの

人々がいる。また、多くの日本企業がニューヨークに拠点を設立して世界との



交易に従事し、経済関係を強化して日米関係の発展に寄与している。更に、

ニューヨークには日米関係の深化に大きく貢献した多数のアメリカ人がいる。 

一方、ニューヨークにおいて活躍し功績をあげ後世に名を残した人物もいれ

ば、歳月を経て現在では広く知られていない方や見果てぬ夢と共に去られた

方もいる。それぞれの人生があり、歴史がある。 

 

３．こうしたニューヨークの日本人、日系人、アメリカ人すべてが１６０年に及ぶ日

本とニューヨークの深く広い関係の発展を支えてきた。振り返れば、数多の地

域紛争、経済不況、米国の南北戦争、日本の明治維新、世界的に流行したス

ペイン風邪、太平洋戦争で戦火を交えたことを含む世界大戦もあったが、日米

両国はそれらを克服し、アジア太平洋地域の平和と繁栄の基盤となる強固な

同盟関係を築きあげた。様々なレベルにおける多層的な今日の日米関係にあ

って，日本とニューヨークの友好親善協力関係は誇るべきものである。 

 

４． 今日に至るニューヨークに於ける日本コミュニティの貢献や発展の歴史を正

確に保存・整理し、後世に語り継ぎ、米国・日本をはじめ世界に発信すること

は、我々の重要な使命である。 

 

そのため、ニューヨーク日本歴史評議会は、幅広い関係者の協力を得て、政

治・外交、経済、医療、文化、教育、学術、芸術、音楽、日本食等の日本コミュ

ニティに関連する文書、写真、映像、書簡、報道等を収集、整理、保存する。同

時に、埋もれ散逸し忘れられている資料を掘り起こし、有名・無名の個人や組

織の功績・足跡・逸話を記録する。これらの歴史的資料は、適切な技術的手段

によって、広く一般市民に公開される。そして、将来のニューヨーク日本歴史博

物館の設置を目指す。 

 

以上、我々は、かかる取組みを通じて歴史を再発見し学ぶことにより，日本コミ

ュニティの誇りと結束を強め、日本とニューヨークの友情、更には日米関係の更な

る強化・深化に貢献していく決意を此処に表す。 
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